
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              ２０２２．０３ 

 

 尾崎豊さんは、私（住職）の２歳年上です。ですから、僕はまさにドンピシャ

の尾崎世代なのです（笑）。この曲は、１９８５年１月２１日にリリースされて

います。僕が１８歳になる年ですので、翌年の高校卒業の時には聞いていました。

おそらく、何百回と聞いてきたことと思います。歌いましたし・・・。 

 この曲で尾崎が表現しているのは、「支配からの卒業」でしょう。大人との関

係、友人関係、ルール、世間体、それら自分を縛り付けているものから「卒業」

すれば、自由になれると信じていた。しかし尾崎は最後に「卒業していったい何

解るというのか」「これからは何が俺を縛りつけるだろう」と言います。そして、

この掲示の言葉が表現されます。 

 おそらく尾崎は、学校を卒業しても自由にはなれないと思っていたのではない

かと思うのです。学校を卒業しても、自分を縛り付けるものは次から次へとやっ

てきます。そういうものから次々に「卒業」していかないと、本当の自分にはた

どりつけないのだろうかと。そうだとすると、本当の自分には、いつになったら

たどりつけるのか、そう私たちに問いかけているようにも感じます。 

 「卒業」の向こうに本当の自分があるのなら、それはずいぶん遠くにあるよう

な気がします。大人や友人や社会との出会いが、決して縛りつけるものではなく、

私を解放し、本当の自分に出会う縁となることを願っています。 

                真宗大谷派 光明寺住職 小林尚樹 

あ
と
何
度 

自
分
自
身 

卒
業
す
れ
ば 

本
当
の
自
分
に 

た
ど
り
つ
く
の
だ
ろ
う 

尾
崎
豊
『
卒
業
』 


